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１ (速報)阿部昭氏林野庁長官感謝状受賞決定！!  

 このたび、第 54 回全国木材産業振興大会（開催地：高知市）において、当組合顧問阿部

昭氏（前理事長）が木材産業功労者として林野庁長官賞を受賞することが内定した。正式発

表は 9 月 9 日の予定。同大会は 11 月 6 日（木）13 時から高知市文化プラザ「かるぽーと」

で開催される。本県からはその他に、遠田勝一氏（前副理事長）が全木協連会長賞を、大隅

尚行氏（前統括理事）が全木連会長賞をそれぞれ受賞した。３氏はいずれも長年にわたり本

県林業・木材産業に大きく貢献しており、業界内外でその評価は高く他の組合員の目標とし

て今後も引き続きご指導をいただきたい。おめでとうございます。 

  

２ 有限会社遠田林産 大日本山林会林野庁長官賞受賞決定!! 

 公益社団法人大日本山林会主催の令和元年度第５８回全国林業経営推奨行事林野庁長官

賞受賞が決定した。大日本山林会は、林業の改良・進歩を目的とし、会頭に伏見宮貞愛親王

殿下を奉戴して明治１５年（1882 年）1 月 21 日に設立され、現総裁秋篠宮文仁親王殿下に

至るまで、歴代総裁に皇族を奉戴いたしております。創立以来 130年以上の歴史を有するわ

が国で最も古い林業団体です。今回は東北から２社が受賞しました。おめでとうございます。 

 

３ 木づかい運動第２弾 県内の保育園に県産積み木配布!! 

 昨年まで２年間で県内の幼稚園に県産積み木

を県からの委託を受け配布してきましたが、今年

度から県内全ての保育園等に積み木をプレゼン

トする事業がスタートしました。４年間で配布す

る計画で、今年は村山地区の５５施設に配布する

予定です。プレゼントセレモニーとして、８月２

８日（水）１０時から村山総合支庁佐藤浩之産業

経済部長、石川浩森林整備課長等が山形市木の実

西部保育園にて園児代

表にプレゼントし、その後園児たちはお決まりの積み木遊びに夢中

になっていました。保育園の先生方からも評判が良く、スギ材は柔

らかく、香りも残っていて、軽いことが良いと評価を受けました。

今回は、山形木材業組合から材を提供いただき、寒河江の共労育成

園で仕上げ加工を担当いただいて製作している。 
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４ 林野庁関係予算概算要求の概要 

 令和２年度林野関係予算概算要求の概要が発表された。主に林業・木材産業関連を紹介し

たい。総額は３，４７０億円となっており、前年度比１１６％の積極的な予算となった。目

玉は林業の成長産業化と「林業イノベーション」の推進である。 

新たな森林管理システムの下で、森林の経営管理を担う意欲と能力のある林業経営者の育

成や経営の集積・集約化を進める地域への路網の整備・高性能林業機械の導入、スマート林

業・新素材開発等の「林業イノベーション」の推進に向けた取組、ＣＬＴを含めた木材の利

用拡大等、川上から川下までの取組を総合的に支援する。 

都市の木造化等に向けた木質耐火部材等の利用促進、ＣＬＴ・ＪＡＳ材等の利用促進、民

間との連携による中高層・非住宅建築物等への木材利用促進、公共建築物の木造化・木質化

等による新たな木材需要の創出、高付加価値木材製品の輸出拡大、サプライチェーン構築に

向けたマッチング等の取り組みを支援する。 

 具体的には、路網整備や高性能林業機械等の導入支援、間伐材生産、主伐と再造林の一貫 

作業、森林境界の明確化等に支援される。また、木材加工流通施設整備施設、木造公共建築 

物整備を支援するほか、ＪＡＳ構造材利用拡大事業の継続が計上されている。残念ながら、 

好評であった外構部の木質化（木塀等）支援事業は復活していない。 

 

５ 山形県再造林加速化対策会議(第１回)開催!! 

 県は、８月５日（月）村山総合支庁会議室にて、再造林率１００％の達成に向け、伐採や 

造林事業者間の連携強化や情報共有を行い、森林所有者の再造林へのさらなる意欲の向上や 

主伐・再造林の一体的かつ計画的な実行等の取り組みを加速するため、再造林加速化対策会 

議を開催した。 

 議長には齋藤潔森林ノミクス推進課長、委員は１０名で、伐採業者、造林業者、森林所有 

者等から選出されている。本組合からは、㈱荒正 野﨑土木部長、マルカ林業㈱ 渡部常務、 

㈲遠田林産 遠田社長、㈱阿部製材所 阿部社長、オブザーバーで鈴木専務である。 

 会議では、基本方針と現状で、県森林再生基金について６３事業所から約１千万円の協力 

金と寄付金が集まり、２６か所２２haの再造林事業に助成されたこと等が報告された。また、

人工林においては搬出間伐と皆伐・再造林をバランス良く実施していく方針が示された。 

 意見交換の中では、森林所有者の意欲の低迷や経費負担（下刈り等保育費）への不安、伐 

採業者と造林事業者間の連携不足等について活発な意見交換となった。 

 最後に、県は「育成経営体」を選定し、「意欲と能力のある林業経営者」の選定基準を設定

し、秋頃に募集・公表を予定していると紹介した。 

 

６ 県林材業年次大会運営委員会開催!! 

 ８月２９日（木）あこや会館にて、やまがた美しい森林づくり推進大会（第６６回山形県 

林材業年次大会）運営委員会（主催：山形県森林協会）を開催した。本組合からは副会長と 

して松田賢理事長が出席している。細野武司森林協会会長が座長となり、大会実施要領や提 

案事項、大会決議等について提案され、すべて原案どおり採択された。 

 例年同様、１０月１９日（土）林業まつり開催前の１１時から推進大会を開催する。国会 

議員等来賓の挨拶も含め１２時からの林業まつりオープンセレモニーにつなげ、丸太カット 

で終了する旨が報告された。 
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７ グリーンクラブ支部例会にてＪＡＳ構造材事業説明開催!! 

 ８月２３日（金）寒河江市にてグリーンクラブ

支部（寒河江・河北・天童地区１１社）の例会が

開催され、木産協鈴木専務がＪＡＳ構造材利用拡

大事業の概要等説明した。今年度から、ＪＡＳ材

の基準が集成材や合板まで一部拡大支援される

ことや非住宅木造３階建て以上には、これまでの

倍額の支援があることを説明した。 

各支部の会合や説明会、懇談会には事務局に声

がけください。可能な限り参加させていただき最新情報提供に努めて参ります。 

８ ９月以降の行事予定 

9月  3日 第 6回鶴岡バイオマス協議会通常総会  （鶴岡市） 阿部副理事長 

9月 5日 地域再生シンポジウム研修会（広葉樹） （盛岡市） 専務 

9月 11日 山形県森林管理推進協議会（第１回）  （山形市） 専務 

9月 12日 山形県児童木工工作コンクール     （山形市） 専務 

9月 17日 全木連東北支部総会 ～18日      （秋田市） 理事長・専務 

9月 26日 ＪＡＳ検査員業務研修会        （盛岡市） 専務 

10月 8日 全木連・全木協連臨時総会       （東京） 理事長 

９ 日本百名山シリーズ紹介 甲斐駒ヶ岳 

新宿から松本方面に向かう特急あずさに乗るときは

左側に席を取る。大月を過ぎて甲府盆地に抜けると葡

萄園が広がり、間もなく富士山が顔を出す。そして、甲

府から諏訪までの間で南アルプス北部の切り立った岩

稜が飛び込んで来る。中央線車窓のハイライトであり、

国内路線でこの迫力は目にすることはない。スイスの

ツェルマットに似ている。その中心が今回紹介する甲

斐駒ヶ岳（2,967m）である。実は 40年前学生時代に一

度登っている。黒戸尾根コース（アルプス三大急登の

一つ）であるが、雨と風と雷が凄く山頂付近を走って通過し美しい山の記憶と写真がない。

そこで今回の挑戦となった。現在は、甲府から北沢峠まで登山バスがあり、比較的楽に登れ

る。注意しなければならないのは、登山シーズンの金土日の峠の山小屋は完全予約制であり、

他地域と違って泊めてくれないこと。今回は山小屋に前泊した。朝早く出発し沢沿いをしば

らく登ると仙水峠に出る。ここで初めて目の前に甲斐駒ヶ岳が岩嶺「摩利支天」を従え朝日

を受け立ちはだかる。感激！山頂まで半分も来ていないの

に満足の瞬間の写真である。ここから、急登が２時間続き、

花崗岩の白い登山道にたどり着く。摩利支天分岐や黒戸尾

根分岐を過ぎて、出発から約４時間で山頂に着いた。眼下

には甲府盆地と中央線、八ケ岳、富士山、鳳凰三山、北岳、

仙丈ヶ岳、中央アルプス、北アルプスなど３６０度のパノ

ラマである。槍ヶ岳、穂高岳、剣岳、白馬岳と並ぶ私の好

きな山ベスト 5の一つである。 
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10 ７月期の住宅着工状況 
 令和元年 7 月期の県内新設住宅着工戸数は 457 戸となり、対前月比 57.6％、対前年同月比 97.4％、前年累計比は 96％となった。地域

別では天童市・寒河江市・米沢市・酒田市が伸びている。今月は、先月の反動があり、増税前の駆け込みが見られなかった。木造率は 82.5％ 

 

 


